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夏休みが終わり、学校に児童・生徒の元気な声が戻ってきました。暑い中でも、体調管理

をしながら、それぞれが充実した日々を過ごせたことと思います。   

夏休み中、児童・生徒は集中して勉強や諸活動に取り組んだだけでなく、普段行けない所

へ行ったり、会えなかった人と会うなど、新たな体験があったことでしょう。そこで得た学

びを、２学期以降の勉強や運動、また様々な行事の中で生かしてほしいと思います。 

しかし、すべてが順調に進むとは限りません。疲れやプレッシャーを感じる時は、立ち止

まって、少し心や体を休めることも必要です。やすらぎ穴水教室では、児童・生徒の足がな

かなか学校に向かない場合に、ささやかな居場所となることができます。必要な時は、相談

先の一つとして考えてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
石川県教育支援センター 
「やすらぎ穴水教室」 
 
〒９２７－００２６ 
石川県鳳珠郡穴水町大町リ７８－２ 
tel / fax  (0768)52-2258 
E-mail  anamio@ishikawa-c.ed.jp 

スーパーバイザーより 

やすらぎ穴水教室でスーパーバイザーをしている竹林です。夏休みが明けて、今までと

変わらない様子の子どもたちが多くいる一方で、「なんだか前と変わったな」という子ど

もが出てくるかもしれません。それが良い変化の場合は気にする必要はないかもしれませ

んが、注意が必要な場合もあります。長期休みはエネルギーを充填する期間になる一方、

生活リズムの乱れや、ゆったりとした生活から再び慌ただしい生活になることで不安を感

じることもあるからです。気軽に不調を打ち明けてくれる子どももいますが、思春期とい

うこともあり、なかなか話してくれないということも多くあります。「何かあれば言って

きてくれるだろう」と断じずに、『体調不良が増えた』『遅刻・欠席・早退が増えた』『提出

物や必要物の忘れ物が増えた』『情緒が不安定』『口数が減って表情が暗い』等、変化があ

ったときには、大人の方が目ざとく変化に気づき、声をかけてあげる必要があります。子

どもが限界を感じる前に大人がサポートしてあげられるように気を配っていくことが、不

登校などの予防に繋がるという心持ちで子どもと接してあげられるとよいのではないか

と思います。また、対応に困った時はお気軽にやすらぎ穴水教室を含めた相談機関にご相

談いただければと思います。   （やすらぎ穴水教室 スーパーバイザー 竹林 勇祐） 

 

 

 



・やすらぎ穴水教室利用状況（のべ相談件数と通室児童生徒） 

 来室相談 SC 等訪問相

談（教室外） 

電話相談 SC等相談 

（教室内） 

合計 通室 

児童生徒 

７月 １ ３ ０ ０ ４ ２ 

８月 ０ ０ ０ ０ ０ ２ 

   

・令和５年度９月～12月 やすらぎ穴水教室の相談日 

SV相談会： 9/25   10/23   11/20   12/18 (13：30～16：30) 

SC相談会： 9/7    10/5   11/2     12/7  

(9月・11月は 9：00～13：00、 10月･12月は 12：30～16：30)  

SSW相談会： 9/13   10/11   11/15   12/13 （13：00～16：00） 

※予定は変更になることがあります 

 

 

 

 

 

「学校に行けない子どもについて考える保護者の会」について 

・日時   令和５年１０月２７日（金）１８：００～２０：００頃 

・会場    やすらぎ穴水教室（穴水町大町リ７８－２） 

・内容    講演「不登校に関わる親の学習会の意義について」 

           金沢学院大学 高 賢一 特任教授 

個別相談会 

・参加予定  保護者、専門家（大学教員）、スクールカウンセラー、 

スーパーバイザー、スクールソーシャルワーカー 

  ・会費   無料 

・問合せ・申込み 

      やすらぎ穴水教室（０７６８）５２―２２５８ 

      担当：長田（おさだ）、高（たか） 

☆お気軽にご参加下さい！    

 

   


